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往
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に
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け
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と
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本
田
史
的
聞
係
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一
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巻
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一
焼

八
八
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往
古
に
於
げ
る
上
海
三
日
本
の
史
的
関
係新

村

出

緒

一-l=I 

予
は
大
正
八
年
上
海
に
遊
び
十
日
程
滞
留
し
て
録
制
し
た
後
、
岡
地
吉
日
本
人
ご
の
史
的
関
係
を
回
顧
し

τ見

た
く
な
り
、
先
ず
つ
光
絡
以
前
の
歴
史
を
調
査
し
は
じ
め
た
。
郎
も
日
清
通
商
傑
約
が
締
結
さ
れ

τ上
海
口
等
の
十

四
港
が
日
本
に
向
っ
て
開
か
れ
た
明
治
四
年
、
郎
も
同
給
十
年
、
西
紀
一
八
七
一
年
の
七
月
、
乃
至
該
脇
陣
約
批
准

の
交
換
が
行
は
れ
た
翌
々
明
治
六
年
、
同
治
十
二
年
、
西
紀
一
人
七
三
年
三
月
よ
h
以
前
の
沿
革
を
調
べ

τお
か

う
ご
し
た
の
で
あ
っ
た
。
爾
来
五
ヶ
年
資
料
も
至
っ
て
乏
し
〈
、
渉
殺
す
る
所
h
多
か
ら
?
、
考
設
を
悉
〈
古
い

る
貼
も
あ
る
け
れ
ど
も
、

一
遁
h
J
得
た
結
果
金
叙
述
し
て
、
以
て
大
方
の
補
正
を
仰
ぎ
日
支
交
通
奥
の
孜
流
仁
資

き
う
さ
思
ふ
。

日
本
Z
上
海
ご
の
関
係
は
、
清
朝
以
前
、
詳
に
一
五
は
い
明
末
清
初
以
前
己
主
(
以
後
Z
で
一
大
時
期
が
喬
せ
ら
れ

品
。
徳
川
時
代
長
崎
に
於
り
る
唐
貿
易
の
約
二
百
年
間
が
重
要
な
る
一
時
期
で
あ
る
。
支
那
の
問
閣
は
、
日
本
の

開
闘
に
先
に
っ
こ
正
十
時
帥
年
叉
は
十
敏
年
で
あ
る
正
云
へ
る
が
、
清
闘
が
鶏
片
職
届
干
の
結
呆
、
南
京
僚
約
に
よ
っ



て
上
海
等
の
五
港
を
開
き
、
香
港
を
英
鴎
に
割
譲
し
た
道
党
二
十
二
年
、
西
紀
一
八
四
二
年
印
ち
我
が
天
保
十
三

年
よ

h
以
後
の
上
海
、

き
て
は
日
本
が
開
闘
を
賀
行
L
た
安
政
六
年
、
西
紀
一
入
五
九
年
、
清
朝
の
戚
豊
九
年
よ

b
以
後
の
上
海
、
真
に
準
ん
で
徳
川
幕
府
の
舶
帥
怖
が
上
海
に
渡
航
し
た
文
久
二
年
三
年
、
同
治
元
年
二
年
、
西
紀

一
八
六
二
年
六
三
年
よ
b
以
後
の
上
海
己
日
本
ご
の
関
係
は
、
居
間
史
的
に
興
味
が
深
〈
、
且
つ
頗
る
重
要
な
も
の

が
あ
る
の
然
し
こ
れ
ら
の
年
代
よ
り
以
来
.

日
清
通
商
傑
約
に
至
る
ま
で
の
約
六
十
年
或
は
凡
十
年
前
後
の
一
時

期
に
つ
い
I

て
は
、
後
日
別
仁
設
〈
こ
ご
、

L
、
本
稿
に
於
て
は
、
徳
川
時
代
の
支
那
貿
易
及
び
そ
の
以
前
に
於
け

る
上
海
Z
日
本
吉
の
交
捗
黙
を
考
究

L
ょ
う
芭
恩
ム
の
で
ゐ
る
。

上
越
の
如
〈
時
期
を
限
定
し
て
か
、
る
ご
、
先
づ
唐
宋
一
冗
明
仁
豆
る
一
大
期
間
に
劃
し
て
明
末
清
初
以
降
、
郎

も
大
ま
か
に
一
五
へ
ば
清
朝
の
一
大
期
間
が
存
す
る
わ
け
で
ゐ
る
。
体
明
者
は
徳
川
時
代
の
唐
貿
易
約
二
百
年
間
に
常

る
が
、
前
者
は
上
は
遣
唐
使
時
代
よ
b
、
下
は
倭
濯
を
経
て
日
明
貿
易
の
復
興
時
代
に
至
る
約
入
百
有
品
川
年
聞
を

包
括
す
る
。
無
論
こ
の
長
期
間
は
唐
宋
時
代
吉
元
明
時
代
、
己
に
分
り
て
考
へ
ね
ば
な
ら
叫
し
、
遣
唐
使
般
の
時
期

ご
日
宋
貿
易
の
時
期
正
一
も
趣
が
蓬
ふ
が
、
そ
れ
よ

b
も
一
元
援
を
主
に
し
た
彼
れ
の
進
取
時
代
ご
、
倭
層
帯
を
中
心
に

L
花
明
り
海
防
時
代
ど
は
様
子
が
大
に
異
な
る
の
で
あ
る
。
但
し
以
上
の
如
き
時
代
の
匝
劃
は
元
よ
り
便
宜
上
の

沙
汰
で
、
其
色
分
り
も
板
粗
っ
ぽ
い
も
の
で
あ
っ
て
、
拘
泥
す
る
に
は
嘗
ら
ぬ
り
れ
ど
、
恨
り
に
姑
〈
右
の
如
き

目
安
を
つ
け
て
お
い
て
叙
述
を
進
め
る
こ
ご
に
す
る
。

論

議

往

古

に

於

狩

る

よ

海

k
日
本
目
史
的
闘
係

第
二
十
巻

(第一一概

ワ
八
九
)

J、
九



論

議

往
古
に
於
け
る
上
海
と
日
本
白
史
的
閥
係

第
三
十
巻

告書

娩

九
O
)
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唐
宋
時
代
の
上
海
ご
日
本

唐
時
代
の
上
海
港
は
港
正
し
て
も
都
邑
ご
し
て
も
特
に
取
立

τ、
い
ふ
程
の
地
で
な
か
っ
た
こ
芭
は
申
す
ま
で

も
な
い
o

行
政
一
険
制
子
し
で
は
其
場
一
帯
に
蘇
州
華
亭
膝
に
属
し
て
ゐ
た
。
上
海
地
方
の
史
的
地
理
や
河
川
の
流

域
閉
塞
の
愛
遜
等
は
省
略
す
る
ニ
さ
に
す
る
が
、
そ
の
華
亭
係
正
い
ふ
の
は
、
今
の
松
江
府
治
の
あ
る
所
で
ゐ
る

ス
E
チ

S
E
H
J
リ
'
グ

古
い
ふ
。
川
の
名
古
し
て
の
松
江
は
即
ち
呉
羽
江
、
今
い
は
ゆ
る
蘇
州
河
に
賞
る
の
で
あ
っ
て
、
是
の
下
流
の
海

ホ
ア
V
プ
E

L

V

E

X

Y

に
注
「
蕗
が
一
括
演
ご
呼
ば
れ
た
。
今
、
黄
浦
の
川
口
に
な
っ
て
ゐ
る
英
お
古
い
ふ
地
名
は
、
も
ご
呉
お
江
邸
も
呉

郡
の
松
江
ご
い
ふ
川
の
出
口
で
ゐ
っ
た
ニ
ご
は
、
人
の
知
る
所
で
ゐ
る
o

唐
宋
時
代
に
於

τ般
舶
は
こ
の
江
を
出

入
し

τぬ
た
υ

日
本
や
新
緑
の
般
も
亦
右
的
事
亭
麟
に
嘗
る
松
江
府
の
惑
に
来
て
ゐ
た
ご
い
ふ
こ
吉
で
あ
る
o

我

閣
の
遣
唐
使
触
は
長
江
に
入
つ
て
は
揚
州
に
着
い
た
が
、

松
江
に
上
っ
た
・
}
ご
が
有
る
か
無
い
か
、

又
そ
の
下
流

な
る
上
海
漫
に
泊
し
た
こ
ご
が
有
る
か
無
い
炉
、
主
(
港
の
事
は
・
見
出
棺
に
明
記
し
て
な
い
か
ら
判
ら
ぬ
。
天
平
六
年

国
元
二
十
二
年
遣
唐
使
の
四
舶
が
蹄
航
の
を
り
蘇
州
よ
り
海
に
入
る
由
が
績
日
本
紀
に
見
え

τを
b
、
叉
天
卒
賞

字
五
年
、
唐
の
粛
宗
乾
元
四
年
の
頃
に
、
特
使
の
一
行
が
蹄
る
時
に
も
蘇
州
に
出
で
、
刺
史
の
諜
カ
に
よ
っ
て
其

地
で
舶
を
諮
っ
た
ニ
正
も
同
書
に
載
っ
て
を
る

Q

蘇
州

ω治
下
の
何
世
陣
に
於
て
活
般
し
た
か
は
知
ら
れ
な
い
。
資

亀
年
度
の
遣
唐
使
舶
の
蹄
る
時
仁
は
、
担
問
子
江
口
を
畿
し

τ蘇
州
常
熟
牒
に
至
っ
て
信
風
を
候
っ
た
ご
云
ふ
こ
ど



-
が
、
同
じ
く
綴
起
に
記
る
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
代
宗
の
大
暦
年
中
の
こ

Z
で
あ
る
が
、
。
華
亭
古
は
膝
は
違
ム
。
右

の
様
に
遣
唐
使
馳
ご
松
江
や
華
亭
主
は
明
瞭
に
結
び
つ
り
か
ね
る
の
で
あ
る

G

少
(
芭
も
闘
史
.
た
け
で
は
、
関
係

が
わ
か
ら
ね
正
云
ふ
の
外
は
な
い
c

宋
時
代
に
な
る
言
、
欄
係
が
段
々
判
明
し
て
来
る
o
宋
一
元
時
代
の
上
海
に
つ
い
て
は
、
藤
旧
豊
入
氏
の
考
笹
が

。。

史
朗
宇
雑
誌
第
二
十
七
編
大
正
五
年
度
の
十
月
鋭
に
、
「
宋
元
時
代
一
跡
地
Z
し
て
の
杭
州
.
附
上
海
腹
州
」
(
第
三
回
)

ご
題
す
る
論
文
に
載
っ
て
ゐ
る
。
-
)
の
側
の
研
究
で
は
、

A
T
の
所
最
も
典
悼
碑
た
る
も
の
で
ゐ
ら
う
吉
田
山
は
れ
る
。

倫
東
洋
刷
午
報
第
七
窓
第
二
銃
大
正
六
年
五
月
分
に
も
同
氏
の
「
宋
代
の
市
舶
司
及
び
市
舶
傑
例
」
ご
題
す
る
論
文
が

あ

h
、
ぞ
の
一
入
六
頁
以
下
敷
葉
に
上
海
関
係
の
こ
芭
が
見
え
る
。
宜
し
〈
参
考
す
べ
き
で
あ
る
o

そ
の
他
上
恥

師
肺
志
容
一
彊
域
沼
革
、
容
十
二
職
官
表
な
ど
の
僚
が
要
を
得
て
ゐ
る
か
芭
思
ふ
。
今
そ
れ
ら
に
由
る
ご
、
古
く
呉

訟
江
に
注
「
も
円
龍
江
£
レ
ふ
川
の
ほ

z
h
に
青
龍
銭
ご
い
ふ
銭
が
あ
っ
て
、
一
砕
舶
は
宋
時
に
は
英
松
江
守
遡
h
，青

龍
江
を
経

τ、
前
に
述
ぺ
た
事
亭
同
制
の
城
下
に
達
し
た
が
、

後
に
は
青
龍
江

ω
流
が
塞
が
っ
て
舟
が
通
じ
難
い
の

で
、
上
海
腕
治
の
透
か
ら
上
陸
す
る
こ
己
、
な
り
、

毛
こ
で
上
海
t
い
ふ
名
縛
も
起
っ
た
ご
云
ふ
噂
〕

Z
で
ゐ
る
。

而
し
て
宋
代
に
は
、
上
海
は
や
は
b
華
亭
麟
に
麗

L
て
ゐ
た
が
、
州
の
領
治
で
は
、

五
代
以
後
蘇
州
hr
ら
分
れ
た

秀
州
の
支
配
ご
な
っ
て
ゐ
た
も
の
で
、

そ
れ
が
更
に
漸
西
踏
の
嘉
興
府
の
所
属
ご
な
っ
た
の
で
ゐ
つ
セ
。
か
〈
て

南
宋
に
至
る
ま
で
は
、
上
海
よ
h
上
流
少
し
く
西
南
に
賞
る
青
龍
銭
が
海
舶
の
下
錯
し
た
慮
で
あ
っ
た
が
、
南
宋

論

叢

往
古
忙
於
け
る
上
海
と
日
本
白
史
的
闘
係

第
=
十
巻

第

貌

九
一
)

j， 



論

叢

往
古
に
於
け
る
上
海
と
日
本
白
史
的
闘
係

第
二
十
巻

第

披

九

) 

九

-
中
期
よ
り
は
、
上
海
が
遂
に
貿
易
港
ご
し

τ後
述
す
る
に
至
っ
た
。
北
栄

ω頃
よ
り
飯
に
秀
州
華
卒
麟
に
市
舶
司

が
置
か
れ
た
の
が
、

南
宋
の
紹
興
年
中
に
は
市
舶
務
仁
改
ま
り
、

乾
道
年
中
に
は
そ
れ
が
事
亭
海
郎
も
上
海
市
に

置
か
れ
る
や
う
に
な
っ
た
ら
し
い
ご
云
ム
こ
ご
で
ゐ
る
。
ニ
の
紹
興
乾
道
年
間
は
平
安
朝
末
期

ω院
政
時
代
源
平

時
代
に
嘗
る
の
で
大
陸
西
婚
の
十
二
世
紀
の
中
葉
に
な
る
。
そ
の
時
分
事
事
は
繁
栄

L
後
舶
も
来
泊
し
て
ゐ
た
ご

云
ム
か
ら
、
大
食
人
却
も
ア
ラ
ブ
人
も
居
っ
た
に
遠
ひ
な
い
九
か
〈
の
如
〈
に
し
て
一
冗
の
時
代
に
及
び
上
海
銀
に

再
び
市
舶
司
を
設
り
、
尋
で
そ
り
跡
に
上
海
聯
を
匙
挫
し
た
の
で
あ
っ
た
。
畢
兎
上
海
が
侮
舶
下
旋
の
地
ご
し
て

後
品
淫
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
十
岡
宋
以
来
ξ

云
っ
て
差
支
な
い
。

日
宋
貿
易

ω
盛
ん
で
あ
っ
た
時
分
、
青
龍
銭
な
b
上
海
市
な
り
己
日
本
正
の
関
係
は
分
明
で
な
い
。
明
州
等
の

方
さ
の
関
係
は
知
れ
て
ゐ
る
が
、
秀
州
ご

ω闘
係
は
、
績
に
我
邦
の
漂
流
民
の
事

rり
ほ
か
判
っ
て
ゐ
な
い
。
唯

後
世
の
漂
流
出
品
に
由
る
ご
、
漂
流
の
陰
に
は
貿
易
ご
い
ふ
事
柄
が
潜
ん
で
ゐ
る
こ
正
が
多

ν
の
で
、

い
は
ゆ
る
漂

流
は
怖
に
必
す

L
も
徹
頭
徹
尾
偶
然
の
出
来
事
ご
い
ふ
わ
け
で
は
な
く
て
、
漂
着
地
附
近
ピ
の
聞
に
何
等
か
の
交

通
関
係
の
成
立
っ
て
ゐ
る
こ
子
伊
】
暗
示
す
る
二
ご
が
多

ν。
殊
に
近
世
鎖
国

ω日
本
ご
朝
鮮
支
那
E
の
聞
に
於

τ

屡
l
如
斯
き
例
を
見
る
の
で
ゐ
る
o

近
世
の
例
を
以
て
中
古
を
推
断
す
る
こ
ど
は
出
来
ぬ
が
、
ご
に
か
〈
予
輩
を

し
て
事
賞
が
隠
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
ご
疑
は
し
め
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
宋
史
容
四
百
九
十
一
日
本
傍
に
見

え
る
次
の
二
三
例
で
あ
る
o

い
づ
れ
も
南
宋

ω後
期
の
漂
流
で
ゐ
る
が
、
第
一
仁
は
淳
問
問
十
年
、
郎
も
毒
水
一
一
年

に
日
本
人
七
十
コ
一
人
が
漂
流
し
て
秀
州
華
亭
鯨
に
至
っ
た
の
で
、
常
卒
義
倉
の
銭
米
を
給
し
て
之
を
振
値
し
た
ご



い
ふ
こ
己
、
第
二
に
は
夏
に
十
年
以
後
な
る
紹
探
四
年
郎
も
建
久
元
年
に
も
日
本
人
が
何
人
か
漂
泊
の
結
果
、
泰

州
さ
秀
州
事
亭
係
正
に
至
っ
た
の
で
、
其
貨
物
を
取
る
勿
ら
し
め
常
卒
米
世
出
し
て
振
給
し
花
正
い
ふ
こ
ご
、
第

三
に
は
夏
に
七
年
経
て
慶
元
六
年
印
も
正
泊
二
年
に
は
蘇
州
の
学
江
府
に
日
本
山
り
潜
流
民
が
京
市
肴
し
た
古
い
ム
ニ
T

吉
、
以
上
の
三
例
で
あ
る
。
泰
州
ご
卒
江
府
ご
は
、

い
づ
れ
も
長
江
以
内
の
関
係
で
は
ゐ
る
が
、
姑
〈
措
〈
ご
し

τも、
こ
れ
ら
源
平
合
戦
の
時
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
亘
る
西
紀
第
十
二
世
紀
の
末
葉

γ
方
り
日
本
舶
が
長
江
の
出

口
附
涯
に
漂
流
し
た
の
を
、
間
近
の
貿
易
地
た
る
事
亭
牒
ま
で
漣
れ

t
行
か
れ
て
救
幽
さ
れ
た
場
合
が
二
度
あ
っ

た

E
見
'
U
4
Q
O

深
民
ど
も
は
主
(
地
か
ら
直
接
日
本
仁
還
さ
れ
た
か
、
そ
れ
芭
も
近
世
の
場
合
の
如
〈
、

例
へ
ば
臨

安
府
即
ち
抗
州
を
経
て
明
州
却
も
寧
波
よ
hJ
便
舶
に
托
せ
ら
れ
て
蹄
さ
れ
た
か
、
回
よ
ち
明
か
で
な
い
。
唯
上
例

に
由

τ日
宋
貿
易
が
秀
州
に
も
及
ん
で
ゐ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
ご
思
は
れ
る
の
で
あ
る
o

Z
も
か
〈
、

日
本
人

Z
上
海
ご
の
交
渉
の
存
在
に
け
は
、
始
め
て
こ
れ
を
以
て
明
か
に
す
る
ニ
ど
が
出
来
る
わ
け
で
あ
る
o

ーー

元
時
代
の
上
海
ミ
日
本

一
冗
に
な
っ
て
か
ら
世
旭
至
一
冗
十
三
一
年
に
臨
安
を
陥
れ
江
市
を
略
上
一
た
後
、

そ
の
翌
年
宋
時
の
産
自
に
由
っ
て
上
海

に
市
舶
司
が
立
て
ら
れ
た
が
、

二
十
年
の
後
、
成
宗
の
大
徳
二
年
に
至
っ
て
慶
一
冗
市
舶
提
血
中
司
に
編
入
さ
れ
て
し

ま
っ
た
様
な
一
』
芭
が
あ
る
。
新
附
の
江
市
を
根
懐
古
し
て
盛
に
蹴
般
を
製
造
し
、
江
市
軍
を
以
て
高
麗
兵
吉
東
西

呼
臆
し
て
日
本
を
攻
撃
し
大
敗
し
た
の
は
、
至
一
冗
十
入
年
、
郎
も
弘
安
四
年
、
西
紀
一
二
入
一
年
の
こ
ご
で
あ
っ

論

叢

往
古
に
於
け
る
上
海
と
日
本
の
史
的
闘
係

第
二
十
巻

(

品

伊

-

競

九
三
)

アし



前

叢

佐
古
に
於
け
る
よ
海
と
日
本
の
史
的
関
係

第
ニ
十
巻

(第一一概

九
四
)

九
四

?
』
・
〉
、

中

I
ゐ
M
N

ニ
の
戦
役
に
際
し

τ造
船
術
も
進
歩
し
般
加
蓮
織
の
業
も
後
達
し
て
、
所
謂
海
運
が
開
げ
て
来
た
の
は
著

名
な
事
震
で
ゐ
る
が
、
上
海
排
出
が
こ
の
役
に
よ
っ
昼
前
の
進
濯
を
見
る
に
至
っ
た
こ
さ
も
推
知
す
べ
き
で
あ
ら

ぅ
。
上
海
一
が
特
に
一
元
冠
に
闘
し

τ幾
何
の
寄
山
県
を
な
し
た
か
ご
云
ふ
こ
さ
は
、
史
に
明
記
し
て
な
い
様
で
あ
る

が
、
阪
に
タ
エ

l
z
ス
氏
の
史
的
上
海
に
も
一
言
し
た
や
う
に
、
予
輩
も
亦
一
万
廷
の
役
の
影
響
は
蹴
る
大
な
る
も

の
が
め
っ
た
ニ
吉
、
考
へ
る
の
で
あ
る
o

同
制
志
に
由
る
ご
、
一
克
怒

ω翌
年
な
る
至
一
苅
十
人
年
に
は
詔
し
て
征
束
留

後
軍
を
以
て
慶
一
克
江
上
海
己
目
減
浦
正
の
三
ケ
蕗

ω一
溝
口
に
1
7
銭
し
た
Z
ゐ
b
、
同
二
十
二
年
に
は
下
高
戸
府
二
十

二
隻
の
一
を
以
て
松
江
に
駐
め
、
業
銭
蕗
は
上
海
等
に
在
っ
た
ご
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
布
東
留
後
軍
の
1
7
銭
し
た

他
の
ニ
ケ
蕗
の
う
ち
、
慶
一
元
は
明
州
卸
も
寧
波
で
あ
る
が
、
放
捕
は
杭
州
栂
に
瀕
す
る
海
港
で
あ
っ
て
、
一
去
は
い
V

杭
州
郎
ち
南
宋
の
首
都
臨
安
の
海
口
で
あ
っ
た
も
の
で
、
商
宋
の
中
期
頃
仁
は
頁
舶
の
家
集
で
相
営
に
繁
栄
し
た

キ
シ
サ
・
4

も
の
ら
し
レ
の
で
あ
る
。
マ
作
ヨ

-
d
1
v
も
滋
捕
の
排
出
を
特
筆
し
て
、
行
在
よ
り
東
北
二
十
五
哩
に
あ
る
非
常

な
良
抽
出
で
あ
る
ご
云
勺
て
、
印
度
よ
り
の
頁
舶
来
集
す
る
由
を
記
る
し
て
あ
る
o

こ
の
ガ
ン
プ
港
に
つ
い
て
略
記

し
た
比
大
放
行
家
は
、
上
海
に
つ
い
て
何
等
書
い
て
ゐ
な

ν
。
蘇
杭
間

ω名
目
回
に
つ
い
て
の
記
載
は
散
見
し
て
ゐ

る
が
、
上
海
へ
の
来
遊
は
な
か
っ
た
の
み
な
ら
中
、
聞
知
す
る
所
も
な
か
っ
た
撲
に
見
b
る
の
で
あ
る
@
元
隷
の

役
営
叙
し
て
、
遠
征
軍
が
ず
イ
ツ

y
(
刺
桐
)
及
び
キ
Y

サ
イ
(
行
在
)
の
諸
泌
よ
り
問
後
L
た
E
は
書
い
た
が
、
此

章
に
於

τも
、
港
の
名
を
奉
げ
な
い
、
無
論
上
海
の
名
を
録

L
て
ゐ
な
い
o

(
附
言
)

以
上
元
時
代
に
重
る
上
海
主
日
本
と
の
歴
史
的
闘
係
を
一
瞥
し
た
の
で
あ
る
が
、
他
日
更
に
稿
を
改
め
て
明
前
時
代
田
間
惑
を
試
み
る
ζ

と
に
す
る
。


